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なかなか進まないワクチン接種



感染者が急増している中国



上海の感染者も増加



上海のロックダウン続く
•ゼロコロナ政策を続ける中国

•上海の新型コロナ感染者の増加によりロックダウン

•３月28日から上海を２地区に分けて開始

•４月5日から全域を対象に開始

•上海市の面積 6340㎢ 人口 2420万人

• 面積 東京 山梨 人口 東京 神奈川 山梨

•家から一歩も外に出られず

•最近になって一部緩和されてきた

食糧は配給 ネットで購入



上海 ロックダイン中の状況 ４月13日



感染を確認されたら隔離
•市民全員にPCR検査を実施

•検査で陽性であれば無症状でも隔離 14日間

•体育館等を利用した施設

•かなり密な状態での隔離施設で問題あり





現在使用中の薬剤
にも催奇形性が報
告されているものも
ある
オルミエント
モルヌピラビル etc



国際社会への影響



ロシアのウクライナ侵攻が生んだもの
•フランスの大統領選挙

• 中道のマクロン氏と極右のルペン氏の決選投票

• マクロン氏はロシア制裁を全面に

• ルペン氏は極右思想を抑えて国民生活向上を訴求

•物価上昇など生活に直結するところが争点

•ロシアを追い込めば何が起きるか分からない

•深入りしないように牽制

•マクロン氏はＥＵの指導的立場を前面にする

NATOの軍事機構離脱示唆



その他の影響
•ドイツでは親ロシア派と親ウクライナ派のデモが行
われている

• ロシア系住民が国内で差別される

• 物価上昇は労働者に大きな負担となる

•中東ではロシア支持を打ち出す

• アメリカはパレスチナ問題でウクライナと同様の対
応していない

• アメリカの対応はダブルスタンダードである



アメリカイラク

フセイン大統領の
大量破壊兵器疑惑 イラクの自由作戦2003年3月19日

侵攻開始

有志連合がバックアップ

大量破壊兵器は見つからず

フセイン大統領
を逮捕

大義名分が無くなってしまった

大国が一方的に侵攻し国土が
戦場になってしまった

その後の政治支援等が不十分
で政治的混乱が続く

国際社会はアメリカをはじめとした戦争に参加した国に対して
制裁を行っていない



プロパガンダに踊らされるのは
なぜか
今我々が考えなくてはならない
ことを考える



今考えるべきことは何か
•先週の土曜日 TBSの報道特集

•金平ｷｬｽﾀｰとロシアの駐日大使ガルージンの対談

•金平氏はウクライナの一般市民の被害をどう思うか
と問いかける

•ガルージン氏は我々はそんなことはやっていない

•金平氏は仲間の記者が実際に目にしていることだ

•ガルージン氏はウクライナのフェイクである

•この対立は最後まで続く Tverの見逃し配信で見られます



ウクライナとロシアのどちらを信じるか
•今はｳｸﾗｲﾅ側が発表している一般市民の殺害がﾛｼ
ｱによるものであるとし世界中から批判されている

•一方でロシアはそんなことはしていないと発表

•ロシアは軍事施設だけを攻撃している

•病院や小学校はｳｸﾗｲﾅ軍がそこにいる人を追い出
して軍事拠点にしている

•ウクライナ軍の作ったフェイクである



批判も殺到しているが



黒人の命に偏見
•世界の関心に偏りがある
•ロシアのウクライナ侵攻は
とても大事
•エチオピアのティグレ州
•イエメンの内戦
•アフガニスタンのタリバン
•シリアの内戦
•ウクライナ危機と大差はな
いのでは？



現時点では世界中がウクライナ
側の主張を受け入れている
•実際にそうではなかったと否定するものではない

•事実は１つだが真実は人の数だけある

•事実無根とは言うが真実無根とはいわない

•真実味があるとは言うが事実味があるとは言わない

•事実は１つしかない

•真実には人の解釈が加わっている

•事実は客観であり真実は主観である



ウクライナで起きている事
•一般市民が傷つけられたことは確か

•その方法も残虐極まりないものもあったことも事実

•ただ、それが報道として流れるときに主観が入り込
んできて、事実とは若干のずれが生ずる

•証言する時に主観が入り込み+αが加わる

•それが大きくなることもあり得る

•私たちはそこをしっかり見極める必要がある



アンヌ・モレリ 戦争プロパガンダの10の法則
1．われわれは戦争をしたくない
2．敵側が一方的に戦争を望んだ
3．敵の指導者は悪魔のような人間だ
4．われわれは偉大な使命のために戦う
5．敵はわざと残忍な行為に及んでいる
6．敵は卑劣な兵器や戦略を用いている
7．受けた被害は小さく、敵に与えた被害は甚大
8．芸術家や知識人も正義の戦いを支持
9．我々の大義は神聖なものである
10．この正義に疑問を投げかける者は裏切り者である



人間の性なのか
•イギリスのアーサー・ポンソンビーが第一次世界大
戦のイギリスを分析して10の要素を導き出す

•国家が戦争を遂行するために国民に戦争以外の選
択肢はないと信じ込ませるためにプロパガンダが行
われた

•フランスの歴史学者アンヌ・モレリは第一次世界大
戦だけでなくすべての戦争に当てはまるとする

•戦争が終わるた「騙されないぞ」と思うが戦争が始ま
るとそのルーティンにはまってしまう



ウクライナ情勢



ウクライナ情勢の現状





ロシア側マリウポリで化学物質使用か





マリウポリでウクライナ軍1028人が投降





ロシア黒海艦隊旗艦モスクワが炎上



ロシア 黒海艦隊基地セバストポリ



ロシア黒海艦隊
旗艦モスクワ

全長１８６ｍ
９３００ｔ

黒海艦隊
戦闘艦 18
それ以外 23

旗艦という事は作戦司令部があり
艦隊の司令官が乗務している

対空防衛ミサイルシステム
が搭載されていた



•親ロ派政党党首
逮捕

•国家反逆罪

•ロシアは政権転
覆後彼を新大統
領へと考えた

•ウクライナの捕虜
との交換を提案



ウクライナへ戦車供給 チェコ
•チェコがロシア製
の戦車を供給

•西側の戦車は操
作方法が異なる

•戦闘の方法が変
わる

•防御から攻撃に

•さらなる犠牲者拡
大



•ロシアはウクライナへの武器供与を牽制するために
ウクライナ内の武器運搬は合法的標的とする

•NATOアメリカとの直接対決になりうる



ロシアは北海道を領土とする権利がある





ロシア側を見ると



ロシアの台所事情

約２２兆円

1/3が
石油・ガス

ｱﾒﾘｶの1/14
中国の1/10
日本の1/3



•国防費

•3兆ﾙｰﾌﾞﾙ

•ｲｷﾞﾘｽの調査
機関

•１日の戦費３
兆ﾙｰﾌﾞﾙと試
算

•１年の予算を
１日で使う

•あり得ない数
字だがそれ
だけきつい





•ちょっと古いデータですが、傾向は変化ない



ロシアの台所事情
•年間予算 約21兆ﾙｰﾌﾞﾙ

•石油・天然ガスの収入 約７.５兆ﾙｰﾌﾞﾙ

•その他の海外からの収入 約４.５兆ﾙｰﾌﾞﾙ

• ⇒約半分が海外からの収入

•経済制裁で様々な輸入禁止措置を受けると影響大

•外貨準備高 約75兆ﾙｰﾌﾞﾙ うち60％が資産凍結

•国債償還問題も大きい



•ロシアの対外国債

•4906億ドル（官民）

•内71％が外貨建て

•671億ドル 官

•内30％が外貨建て



•ロシアは手持ちの
ドルが少なくなっ
たためにﾙｰﾌﾞﾙで
支払いを

•6.5億ドルが支払
いできず

•１か月以内に支払
いが必要

•出来ないとデフォ
ルトとなる



デフォルトとは
•債務不履行

•借りたお金の元本や利子の返済を約束した条件ど
おりに払えなくなること

•国が発行した国債の元本の返済や利子の支払いを
できなくなること

•1998年 ロシアはデフォルトに陥る 700億ドル

• 経済低迷 原油価格の下落

•国際的金融市場での信用がなくなる

•国債を買ってくれなくなる

IMFが援助で回復

今回は援助は期待できず



プーチンという人
•ロシアで20年以上権力を維持してきた

•混乱したロシアをまとめ上げた手腕を評価

•軍事力の行使も辞さない強硬派

•反対派を徹底的に排除する「独裁者」という印象

•酒・たばこはやらず犬好き ラブラドール

•ネットやSNSを利用しない

• 情報はそれぞれの専門家から得る

• 問題が生じた場合は責任を取らせる



プーチンの宗教観
•ロシア正教会の敬虔な信徒

•氷点下の中でみそぎを

するプーチン

•政教一致の考え方

•宗教観が政治に直結

•ルースキーミール

•ロシアの世界 という考え方

•世界でﾛｼｱ語を話す人やﾛｼｱ正教を信じる人の連帯



• プーチンの精神的支柱の一人。ロシア正教のモスクワ総主教キリル1世。

• この写真は1999年に撮影されたもの。



プーチンの宗教観
•ロシア正教の総主教 キリル１世

•１民族１教会が原則

•ﾛｼｱ正教は10世紀頃キーウで誕生ﾛｼｱ全体に拡大

•ウクライナのキリスト教徒はロシア正教の下にいる

•2018年 ウクライナのキリスト教徒はﾛｼｱのクリミア
併合に反対しﾛｼｱ正教から離脱 ｳｸﾗｲﾅ正教樹立

•キール１世はこれを認めない

•今回のウクライナ侵攻の原因の１つか



プーチンを支える思想家
•アレクサンドル・ドゥーギン 60歳

•地政学者、政治思想家、哲学者

•政治の表舞台には出ていない

•民主主義、資本主義、個人主義、等の価値や理念を
強く批判

•ネオ・ユーラシア主義を主張

•ランドパワー（ﾛｼｱ）とシーパワー（ｱﾒﾘｶ）の対立

•アメリカ主導のグローバル化に対抗していく

旧ソ連時代の地域を取り戻す



ロシア アメリカ

NATOはロシアを封じ込め
るためにある

ユーラシア大陸に
多極体制樹立

東ヨーロッパ
中央ヨーロッパ
のフィンランド化

トルコ
クルド人と連携して揺さぶる

北方領土
返還

日米同盟
に亀裂

東南アジア

中 国
上海協力協定

南下政策
支援

アメリカ同盟国を揺さぶる

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

同盟関係を
揺さぶる

ランドパワー

シーパワー

ウクライナの
取り込み

ネオ・ユーラシア主義

日 本

NATOに対抗す
る国家連合



プーチンの目論見
•プーチンの支持率 開戦前 71％ ⇒ 現在 83％

•独立系の調査機関が1800名位に対面調査

•この数字から分かること

• プロパガンダがかなり成功している

•ロシア市民はプーチンが愛国者でありロシアのため
に行動していると評価

•残り一か月で決着をつける

•5月9日 戦勝記念日 ＝ ナチスドイツに勝利した日



チェチェン紛争 年金改革


